
(57)【要約】

【課題】　窓部を有する液晶表示装置において、窓部以

外の表示部を有効利用することができる表示装置を提供

する。

【解決手段】　表示パネルの表示領域に窓部を有する液

晶表示装置において、窓部は表示領域の外周に沿って形

成されている。この液晶パネルの一例としては、一対の

透明基板と、該一対の透明基板に挟持された液晶を有し

て構成され、前記一対の基板の一方の基板は、前記液晶

が配置された側にカラーフィルタが配置され、該カラー

フィルタが配置された側とは反対側に偏光板が配置され

、前記一対の基板の他方の基板は、前記液晶が配置され

た側とは反対側に、前記窓部に対応する箇所以外に偏光

板が配置された構成である。この窓部は、前記液晶パネ

ルに映像を表示させる場合において該液晶パネルの下辺

又は上辺に沿って形成されている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 に 窓 部 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 窓 部 は 前 記 表 示 領 域 の 外 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル は 、 一 対 の 透 明 基 板 と 、 該 一 対 の 透 明 基 板 に 挟 持 さ れ た 液 晶 を 有 し て 構
成 さ れ 、
 前 記 液 晶 パ ネ ル の 下 面 に は 前 記 窓 部 に 対 応 し た 位 置 以 外 の 箇 所 に ド ッ ト 印 刷 を 施 し た 導
光 体 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
 前 記 一 対 の 基 板 の 一 方 の 基 板 は 、 前 記 液 晶 が 配 置 さ れ た 側 に カ ラ ー フ ィ ル タ が 配 置 さ れ
、 該 カ ラ ー フ ィ ル タ が 配 置 さ れ た 側 と は 反 対 側 に 第 １ の 偏 光 板 が 配 置 さ れ 、
 前 記 一 対 の 基 板 の 他 方 の 基 板 は 、 前 記 液 晶 が 配 置 さ れ た 側 と は 反 対 側 に は 第 ２ の 偏 光 板
が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 偏 光 板 、 前 記 第 ２ の 偏 光 板 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 少 な く と も 一 つ は 、 前 記
窓 部 に 対 応 す る 箇 所 に お い て 、 前 記 第 １ の 偏 光 板 、 前 記 第 ２ の 偏 光 板 、 若 し く は 前 記 カ ラ
ー フ ィ ル タ が 配 置 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 窓 部 は 、 前 記 液 晶 パ ネ ル に 映 像 を 表 示 さ せ る 場 合 に お い て 該 液 晶 パ ネ ル の 下 辺 又 は
上 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 下 面 に は 導 光 体 が 配 置 さ れ て お り 、 該 導 光 体 の 前 記 窓 部 が 配 置 さ れ た
箇 所 に 対 向 す る 側 面 に の み 光 源 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 下 面 に は 導 光 体 が 配 置 さ れ て お り 、 該 導 光 体 の 前 記 窓 部 が 配 置 さ れ た
箇 所 に 対 応 す る 側 辺 と 、 前 記 導 光 体 の 前 記 窓 部 が 配 置 さ れ た 箇 所 に 対 向 す る 側 面 に そ れ ぞ
れ 光 源 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 下 面 に は 導 光 体 が 配 置 さ れ て お り 、 該 導 光 体 の 前 記 窓 部 が 配 置 さ れ た
箇 所 に 対 向 す る 側 面 に 光 源 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 窓 部 に 対 応 す る 液 晶 パ ネ ル の 位 置 に は 液 晶 が 封 入 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 領 域 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に 係 り 、 徳 に 表 示 領 域 の 一 部 分 に 液 晶 表 示 を
行 わ な い 表 示 外 領 域 を 形 成 し た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 を 介 し て 対 向 配 置 さ れ た 各 透 明 基 板 を 外 囲 器 と し 、 該 液 晶 の 広 が
り 方 向 に 多 数 の 画 素 が 備 え ら れ て い る 。 こ れ ら 各 画 素 は 、 前 記 各 透 明 基 板 の 液 晶 側 の 面 に
映 像 信 号 に 対 応 す る 電 圧 が 印 加 さ れ る 画 素 電 極 と 対 向 電 極 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 電 極 に よ っ
て 発 生 す る 電 界 に よ っ て 当 該 画 素 の 液 晶 が 光 変 調 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 液 晶
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の 光 変 調 量 を 光 の 透 過 量 と し て 可 視 化 で き る よ う に 、 各 透 明 基 板 の 液 晶 の 反 対 側 の 面 に そ
れ ぞ れ 偏 光 板 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 で は 、 そ れ が 低 消 費 電 力 で 駆 動 で き る こ と か ら 、 近 年 種 々 の 用
途 に 利 用 さ れ る よ う に な っ て き て い る 。 た と え ば 、 表 示 パ ネ ル の 中 央 部 に 窓 部 を 形 成 し 、
こ の 窓 部 を 通 し て 観 察 者 が 液 晶 表 示 パ ネ ル の 背 面 に 配 置 さ せ た 部 材 を 目 視 で き る よ う に す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
 図 ８ は 、 表 示 パ ネ ル の 中 央 部 に 窓 部 を 形 成 し た 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 で あ る 。 図 ８ に お
い て 、 １ １ は 下 側 透 明 基 板 、 １ ２ は 上 側 透 明 基 板 で あ り 、 下 側 透 明 基 板 に は 走 査 線 駆 動 回
路 １ ３ 及 び 信 号 線 駆 動 回 路 １ ４ が 配 置 さ れ て お り 、 走 査 線 駆 動 回 路 １ ３ に は 複 数 本 の 走 査
線 １ ５ が 、 ま た 信 号 線 駆 動 回 路 １ ４ に は 複 数 の 走 査 線 １ ５ に 交 差 す る よ う に 複 数 の 信 号 線
１ ６ が 配 置 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ８ に お い て は こ の 走 査 線 １ ５ 及 び 信 号 線 １
６ が 交 差 し て 形 成 さ れ た 表 示 領 域 の 中 央 部 に お い て 窓 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い る こ と を 示 し
て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 技 術 で は 、 中 央 部 に 窓 部 を 形 成 し て い る の で 、 表 示 部 が こ の 窓 部 に よ り 分 断 さ れ
て し ま い 、 表 示 す る 情 報 に つ い て 制 限 さ れ る 可 能 性 が あ っ た 。 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題
を 鑑 み 、 窓 部 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 窓 部 以 外 の 表 示 部 を 有 効 利 用 す る こ と が で
き る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 態 様 に よ れ ば 、 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 に 窓 部 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お
い て 、 前 記 窓 部 は 表 示 領 域 の 外 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
 さ ら に は 、 一 対 の 透 明 基 板 と 、 該 一 対 の 透 明 基 板 に 挟 持 さ れ た 液 晶 を 有 し て 本 発 明 の 液
晶 パ ネ ル が 構 成 さ れ て お り 、 こ の 液 晶 パ ネ ル の 下 面 に は 窓 部 に 対 応 し た 位 置 以 外 の 箇 所 に
ド ッ ト 印 刷 を 施 し た 導 光 体 が 配 置 さ れ て い る と い う も の で あ る
【 ０ ０ ０ ８ 】
 こ の 一 対 の 基 板 の 一 方 の 基 板 は 、 液 晶 が 配 置 さ れ た 側 に カ ラ ー フ ィ ル タ が 配 置 さ れ 、 カ
ラ ー フ ィ ル タ が 配 置 さ れ た 側 と は 反 対 側 に 第 １ の 偏 光 板 が 配 置 さ れ 、 一 対 の 基 板 の 他 方 の
基 板 は 、 液 晶 が 配 置 さ れ た 側 と は 反 対 側 に は 第 ２ の 偏 光 板 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の 偏 光 板 、 第 ２ の 偏 光 板 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 少 な く と も 一 つ は 、 窓 部 に 対 応
す る 箇 所 に お い て 、 第 １ の 偏 光 板 、 第 ２ の 偏 光 板 、 若 し く は カ ラ ー フ ィ ル タ が 配 置 さ れ て
い な い 構 成 と す る こ と も で き る 。 こ れ は 、 例 え ば 偏 光 板 を 取 り 除 け ば よ り 明 る い 液 晶 パ ネ
ル と す る こ と が で き る と い う も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 窓 部 を 有 す る 表 示 装 置 に お い て 、 表 示 部 を 有 効 利 用 す る こ と が で き る
表 示 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ き 、 実 施 例 の 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、
本 発 明 に お け る 窓 部 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ １ は 下 側 透
明 基 板 、 １ ２ は 上 側 透 明 基 板 で あ り 、 下 側 透 明 基 板 に は 走 査 線 駆 動 回 路 １ ３ 及 び 信 号 線 駆
動 回 路 １ ４ が 配 置 さ れ て お り 、 走 査 線 駆 動 回 路 １ ３ に は 複 数 本 の 走 査 線 １ ５ が 、 ま た 信 号
線 駆 動 回 路 １ ４ に は 複 数 の 走 査 線 １ ５ に 交 差 す る よ う に 複 数 の 信 号 線 １ ６ が 配 置 さ れ て 構
成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 １ に お い て は こ の 走 査 線 １ ５ 及 び 信 号 線 １ ６ が 交 差 し て 形 成 さ
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れ た 表 示 領 域 の 外 周 （ 若 し く は 表 示 パ ネ ル の 外 周 ） に 沿 っ て 窓 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い る こ
と を 示 し て い る 。 尚 、 本 明 細 書 で 窓 部 と は 液 晶 表 示 以 外 の 表 示 を 行 う 部 分 で あ り 、 透 過 若
し く は 穴 明 き 部 と 呼 ん で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
 本 発 明 に お い て 、 図 ６ の 構 成 と 異 な る 点 は 、 窓 部 １ ７ が 表 示 パ ネ ル の 端 辺 に 構 成 さ れ て
い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
 本 発 明 で は こ の よ う に 、 窓 部 １ ７ を 表 示 領 域 の 外 周 （ 若 し く は 表 示 パ ネ ル の 外 周 ） に 形
成 す る こ と に よ り 、 こ の 窓 部 １ ７ に よ り 表 示 部 を 分 断 す る こ と が な く 有 効 に 表 示 領 域 を 利
用 し て 表 示 を 行 う こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
 図 ２ は 、 図 １ に お け る Ａ -Ａ ’ 断 面 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ２ に お い て は 、 上 側 透 明 基 板 １
２ と 下 側 透 明 基 板 １ １ と の 間 に 液 晶 ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 上 側 透 明 基 板 １ ２ の 液 晶 ２ ４
側 に は カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ が 配 置 さ れ 、 液 晶 ２ ４ と 反 対 側 に は 上 側 偏 光 板 ２ １ が 配 置 さ れ
て い る 。 ま た 、 下 側 透 明 基 板 １ １ の 液 晶 ２ ４ と 反 対 側 に は 下 側 偏 光 板 ２ ２ が 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 下 側 偏 光 板 ２ ２ の 下 に は 導 光 板 ２ ５ が 配 置 さ れ 、 さ ら に 導 光 体 ２ ５ の 下 に は 窓 部 １ ７ 以
外 に 対 応 す る 箇 所 に 反 射 シ ー ト ２ ６ が 配 置 さ れ 、 さ ら に 窓 部 １ ７ に 対 応 す る 位 置 に は 、 液
晶 表 示 以 外 の 表 示 を 行 う べ く 部 材 ２ ７ が 配 置 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 尚 、 下 側 偏 光
板 ２ ２ と 導 光 体 ２ ５ と の 間 に は 、 図 示 し な い が プ リ ズ ム シ ー ト 、 拡 散 シ ー ト 等 の 種 々 の 光
学 シ ー ト 類 が 必 要 に 応 じ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
 図 ３ は 、 図 ２ に お け る 導 光 体 の 全 体 構 成 を 示 し た 図 で あ り 、 導 光 体 ２ ５ の 窓 部 １ ７ が 形
成 さ れ た 辺 と 反 対 側 の 辺 に 光 源 ３ １ を 配 置 し て い る 。 ま た 、 導 光 体 の 下 面 に は 窓 部 １ ７ を
除 い て ド ッ ト 印 刷 ３ ３ を 施 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ の ド ッ ト 印 刷 ３ ３ と 導 光 板 の 窓 部 １ ７
を 除 い た 下 部 に 配 置 さ れ た 反 射 シ ー ト ２ ６ に よ り 光 源 ３ １ か ら の 光 を 上 部 に 配 置 し た 液 晶
パ ネ ル に 導 光 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 再 び 図 ８ に つ い て 説 明 す る 。 図 ８ の 構 成 に お い て は 、 窓 部 １ ７ が 表 示 領 域 の 中
央 部 に 存 在 す る た め 、 本 発 明 の 図 ３ に 対 応 す る 導 光 体 の 全 体 構 成 で は 図 ９ の よ う に 導 光 体
の 上 下 の 各 端 辺 に 光 源 ３ １ 、 ３ ２ を 配 置 す る こ と が 必 須 と な る 。 こ れ は 即 ち 、 本 発 明 の よ
う に 導 光 体 一 辺 の み に 光 源 を 配 置 し た 構 成 だ と 、 窓 部 １ ７ と 光 源 が 配 置 さ れ た 辺 と は 反 対
側 の 辺 と の 間 が 暗 く な っ て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 窓 部 １ ７ を 表 示 領 域 の 外 周 （ 若 し く は 表 示 パ ネ ル の 外
周 ） に 沿 っ て 形 成 す る こ と に よ り 、 図 ６ に お け る 窓 部 １ ７ と 光 源 が 配 置 さ れ て い な い 側 の
ス ペ ー ス を な く す こ と が で き 、 片 側 の み の 光 源 で 表 示 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 尚 、 明 る
さ を 確 保 す る た め に 、 本 発 明 に お い て も 導 光 体 の 上 下 の 両 側 に 光 源 を 配 置 し て も 良 い こ と
は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
 尚 、 窓 部 １ ７ に 対 応 す る 位 置 に お け る 上 側 偏 光 板 ２ １ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ 、 下 側 偏 光
板 ２ ２ に つ い て も 必 要 に 応 じ て 適 宜 取 り 除 い た 構 成 と す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 下 側 偏
光 板 ２ ２ の み を 窓 部 １ ７ に 対 応 す る 箇 所 を 配 置 し て い な い 構 成 と し て も 良 い し 、 カ ラ ー フ
ィ ル タ ２ ３ の み を 窓 部 １ ７ に 対 応 す る 箇 所 を 配 置 し て い な い 構 成 と し て も 良 い 。 さ ら に 、
前 述 し た 光 学 シ ー ト 類 に つ い て も 、 窓 部 １ ７ に 対 応 す る 位 置 に お い て 各 光 学 シ ー ト を 配 置
し な い か 、 透 明 の Ｐ Ｅ Ｔ の 状 態 の も の を 窓 部 １ ７ に 対 応 さ せ て 配 置 す る こ と も 考 え ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 光 源 ３ １ の 配 置 に つ い て は 窓 部 １ ７ を 取 り 囲 む よ う に コ の 字
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型 の 光 源 ３ １ を 配 置 す る こ と も 考 え ら れ 、 こ の 場 合 よ り 一 層 明 る い 表 示 が 可 能 と な る 。 勿
論 、 図 ４ に 示 す よ う に 連 続 し た コ の 字 形 状 の 光 源 で な く と も 直 線 状 の 光 源 を ３ 辺 に 配 置 し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に お い て 窓 部 １ ７ を 表 示 領 域 の 外 周 （ 若 し く は 表 示 パ ネ ル の 外 周 ） の 角
部 に 形 成 し た 構 成 で あ る 。 本 発 明 で は こ の よ う に 、 窓 部 １ ７ を 表 示 領 域 の 外 周 （ 若 し く は
表 示 パ ネ ル の 外 周 ） の あ ら ゆ る 箇 所 に 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 尚 、 図 ５ の よ う な 窓 部 １ ７ に し た 場 合 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に Ｌ 字 状 の 光 源 ３ １ を 窓 部
１ ７ に 対 向 す る 辺 に 配 置 す る こ と が 可 能 で あ り 、 明 る い 表 示 装 置 を 提 供 で き る 。 勿 論 、 図
６ に 示 す よ う に 連 続 し た Ｌ 字 形 状 の 光 源 で な く と も 直 線 状 の 光 源 を ２ 辺 に 配 置 し て も 良 い
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 製 造 工 程 の 点 か ら 考 慮 す る 。 図 １ ０ は 、 図 ８ の よ う に 窓 部 １ ７ が 中 央 部
に 形 成 さ れ 、 窓 部 １ ７ の 領 域 に は 液 晶 を 封 入 し な い 場 合 の 液 晶 封 入 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
図 １ ０ に お い て 、 例 え ば ２ つ の 液 晶 封 入 口 １ ０ １ か ら 液 晶 が 封 入 さ れ る が 、 窓 部 １ ７ が 存
在 す る 場 合 に は 、 液 晶 は 液 晶 進 行 方 向 １ ０ ２ に 示 す よ う に 窓 部 １ ７ を 廻 り 込 ん で 封 入 さ れ
る 必 要 が あ り 製 造 工 程 上 と て も 難 し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 本 発 明 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 例 え ば 液 晶 封 入 口 ７ ２ を 窓 部 １ ７ の 両 脇 に 構 成 す
る こ と に よ り 窓 部 １ ７ の な い 通 常 の 液 晶 表 示 装 置 と 同 様 に ス ム ー ズ に 液 晶 を 封 入 す る こ と
が 可 能 で あ る 。 本 発 明 は 、 こ の よ う に 窓 部 に 対 応 し た 液 晶 パ ネ ル の 位 置 に 液 晶 を 封 入 し な
い 場 合 に は 特 に 有 効 で あ る 。 ま た 、 窓 部 １ ７ に 対 応 す る 箇 所 の 液 晶 パ ネ ル 自 体 （ 一 対 の 透
明 基 板 及 び 液 晶 ） を 取 り 除 い た 液 晶 パ ネ ル と す る 場 合 に も 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 窓 部 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ａ -Ａ ’ 断 面 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る 導 光 体 の 全 体 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 導 光 体 に 対 す る 光 源 の 配 置 を 示 す 一 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に お い て 窓 部 １ ７ を 表 示 領 域 の 外 周 （ 若 し く は 表 示 パ ネ ル の 外 周 ） の 角 部
に 形 成 し た 構 成 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に お け る 導 光 体 に 対 す る 光 源 の 配 置 を 示 す 一 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 構 成 に お け る 液 晶 封 入 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 背 景 技 術 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 背 景 技 術 の 構 成 に お け る 光 源 の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 背 景 技 術 に お け る 液 晶 封 入 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
 １ １ ・ ・ ・ 下 側 透 明 基 板 、 １ ２ ・ ・ ・ 上 側 透 明 基 板 、 １ ３ ・ ・ ・ 走 査 線 駆 動 回 路 、 １ ４
・ ・ ・ 信 号 線 駆 動 回 路 、 １ ５ ・ ・ ・ 走 査 線 、 １ ６ ・ ・ ・ 信 号 線 １ ６ 、 １ ７ ・ ・ ・ 窓 部 、 ２
１ ・ ・ ・ 上 側 偏 光 板 、 ２ ２ ・ ・ ・ 下 側 偏 光 板 、 ２ ３ ・ ・ ・ カ ラ ー フ ィ ル タ 、 ２ ４ ・ ・ ・ 液
晶 、 ２ ５ ・ ・ ・ 導 光 体 、 ２ ６ ・ ・ ・ 反 射 シ ー ト 、 ２ ７ ・ ・ ・ 部 材 、 ３ １ 、 ３ ２ ・ ・ ・ 光 源
、 ３ ３ ・ ・ ・ ド ッ ト 印 刷 、 ７ １ 、 １ ０ １ ・ ・ ・ 液 晶 封 入 口 、 １ ０ ２ ・ ・ ・ 液 晶 進 行 方 向 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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